
(57)【要約】

【課題】カメラを備えた測量機において、測点周辺のス

テレオ画像を撮影し、その外部評定要素を簡易に得る。

【解決手段】視準望遠鏡の視準線Ｌ０と平行な光軸Ｌ１

を有するデジタルスチルカメラを測量機１０の回転部３

０に一体的に設ける。回転部３０を測量機本体３１によ

り水平軸Ｌhの周りに回転自在に保持する。台座部３２

により、測量機本体３１を鉛直軸Ｌpの周りに回転自在

に保持する。測量目標に正観測で視準して測量を行うと

ともに、デジタルスチルカメラで測点の周りの風景を第

１画像として撮影する。その後測量機１０の回転部３０

を水平軸Ｌh、鉛直軸Ｌpの周りにそれぞれ１８０°回転

して、同一測点に対して反観測を行うとともに、測点の

周りの風景を第２画像として撮影する。光軸Ｌ１の視準

線Ｌ０に対するオフセット値および測点への視準方向か

ら、第１および第２画像からなるステレオ画像の外部評

定要素を算出する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 平 軸 お よ び 鉛 直 軸 周 り に 回 転 自 在 な 視 準 望 遠 鏡 と 、
　 前 記 視 準 望 遠 鏡 と と も に 一 体 的 に 回 転 さ れ 、 前 記 視 準 望 遠 鏡 の 視 準 線 と 異 な る 光 軸 を 備
え る 撮 像 装 置 と 、
　 正 観 測 時 お よ び 反 観 測 時 に 前 記 撮 像 装 置 で 撮 像 さ れ た ス テ レ オ 画 像 の 外 部 評 定 要 素 を 前
記 視 準 線 に 対 す る 前 記 光 軸 の 配 置 お よ び 前 記 正 観 測 時 お よ び 前 記 反 観 測 時 の 視 準 方 向 か ら
算 出 す る 外 部 評 定 要 素 算 出 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 測 量 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 軸 が 前 記 視 準 線 に 対 し て 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 測 量 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 軸 の 前 記 視 準 線 に 対 す る 偏 角 を 記 憶 す る 手 段 を 備 え 、 前 記 外 部 評 定 要 素 算 出 手 段
は 前 記 偏 角 に 基 づ い て 前 記 外 部 評 定 要 素 を 算 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 測
量 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス テ レ オ 画 像 の 画 像 デ ー タ と 前 記 外 部 評 定 要 素 と が 関 連 づ け て 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 測 量 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ス テ レ オ 画 像 の 画 像 デ ー タ と 測 点 の 測 量 デ ー タ と が 関 連 づ け て 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 測 量 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 測 量 現 場 の 写 真 を 撮 影 す る た め の カ メ ラ を 備 え た 測 量 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 測 量 に お い て は 、 測 点 （ 測 量 目 標 ） を 含 む 周 囲 の 風 景 を 撮 影 し 、 撮 影 さ れ た 画 像 を
測 定 デ ー タ と 共 に 保 存 す る こ と が あ る 。 測 量 現 場 の 写 真 は 、 例 え ば 通 常 の カ メ ラ を 用 い て
撮 影 さ れ る 場 合 も あ る が 、 測 量 機 内 に 内 蔵 さ れ た 撮 像 装 置 を 用 い て 測 点 毎 に 周 辺 画 像 を 撮
影 す る も の も あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ３ ７ ３ ３ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 撮 影 さ れ た 画 像 を 後 日 参 照 す る 場 合 、 測 量 が 行 わ れ た 測 点 の 位 置 は 測 量 デ ー タ
か ら 把 握 で き る が 、 測 点 の 周 囲 に 写 り 込 ん で い る 地 物 が 測 点 に 対 し て 後 方 に 位 置 す る の か
前 方 に 位 置 す る の か 撮 影 画 像 だ け で は 把 握 で き な い 場 合 が あ る 。 し た が っ て 、 測 点 の 周 囲
に 写 り 込 ん で い る 地 物 の 測 点 に 対 す る 位 置 関 係 を 把 握 す る 必 要 が あ る 場 合 、 測 量 現 場 に 再
度 出 掛 け て 行 っ て 確 認 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 カ メ ラ を 備 え た 測 量 機 に お い て 、 測 点 周 辺 の ス テ レ オ 画 像 を 撮 影 し 、 そ の 外
部 評 定 要 素 を 簡 易 に 得 る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 測 量 機 は 、 水 平 軸 お よ び 鉛 直 軸 周 り に 回 転 自 在 な 視 準 望 遠 鏡 と 、 視 準 望 遠
鏡 と と も に 一 体 的 に 回 転 さ れ 、 視 準 望 遠 鏡 の 視 準 線 と 異 な る 光 軸 を 備 え る 撮 像 装 置 と 、 正
観 測 時 お よ び 反 観 測 時 に 撮 像 装 置 で 撮 像 さ れ た ス テ レ オ 画 像 の 外 部 評 定 要 素 を 視 準 線 に 対
す る 光 軸 の 配 置 お よ び 正 観 測 時 お よ び 反 観 測 時 の 視 準 方 向 か ら 算 出 す る 外 部 評 定 要 素 算 出
手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 光 軸 は 視 準 線 に 対 し て 平 行 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 光 軸 の 視 準 線 に 対 す る 偏 角 を
記 憶 す る 手 段 を 備 え る こ と が 好 ま し く 、 外 部 評 定 要 素 算 出 手 段 は 偏 角 に 基 づ い て 外 部 評 定
要 素 を 算 出 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ス テ レ オ 画 像 の 画 像 デ ー タ と 外 部 評 定 要 素 と が 関 連 づ け て 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ る こ と が
好 ま し い 。 こ の と き 、 更 に ス テ レ オ 画 像 の 画 像 デ ー タ と 測 点 の 測 量 デ ー タ と が 関 連 づ け て
記 録 媒 体 に 記 録 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 カ メ ラ を 備 え た 測 量 機 に お い て 、 測 点 周 辺 の ス テ レ オ
画 像 を 撮 影 し 、 そ の 外 部 評 定 要 素 を 簡 易 に 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る カ メ ラ を 備 え た 測 量 機 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。 ま た 、 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 の 測 量 機 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 以 下 図 １ お よ び 図 ２
を 参 照 し て 本 実 施 形 態 の 測 量 機 の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 測 量 機 １ ０ は 例 え ば ト ー タ ル ス テ ー シ ョ ン や セ オ ド ラ イ ト 等 、 水 平 軸 お よ び 鉛 直 軸 に 対
し て １ ８ ０ ° 以 上 回 転 可 能 な 測 量 機 で あ れ ば よ い が 、 以 下 の 説 明 で は ト ー タ ル ス テ ー シ ョ
ン を 例 に 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 測 量 機 １ ０ は 、 測 点 に 視 準 す る た め の 視 準 望 遠 鏡 １ ７ を 備 え る 。 視 準 望 遠 鏡 １ ７ は 、 高
度 角 θ aを 測 定 す る た め に 視 準 望 遠 鏡 を 俯 仰 さ せ る 水 平 軸 Ｌ hと 、 水 平 角 θ hを 測 定 す る た
め に 視 準 望 遠 鏡 を 水 平 方 向 に 回 転 さ せ る 鉛 直 軸 Ｌ pと を 有 し 、 こ れ ら の 軸 の 周 り に 回 転 自
在 で あ る 。 す な わ ち 、 視 準 望 遠 鏡 １ ７ は 、 回 転 部 に ３ ０ に 設 け ら れ 、 回 転 部 ３ ０ は 水 平 軸
Ｌ hを 回 転 軸 と し て 、 測 量 機 本 体 ３ １ に よ っ て 両 側 か ら 回 転 自 在 に 保 持 さ れ る 。 ま た 、 測
量 機 本 体 ３ １ は 、 台 座 部 ３ ２ の 上 に 装 置 さ れ 、 鉛 直 軸 Ｌ pの 周 り に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 測 量 機 本 体 ３ １ に よ っ て 回 転 部 ３ ０ を 鉛 直 軸 Ｌ pの 周 り に 回 転 自 在 に 保 持 し 、 測
量 機 本 体 ３ １ を 台 座 部 ３ ２ に 対 し て 水 平 軸 Ｌ hの 周 り に 回 転 自 在 に 保 持 す る よ う な 構 成 と
す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 水 平 軸 Ｌ hと 鉛 直 軸 Ｌ pと は 点 Ｏ Ｓ に お い て 直 交 し 、 視 準 望 遠 鏡 １ ７ の 光 軸 （ 視 準 線 ） Ｌ
０ は 視 準 原 点 Ｏ Ｓ を 通 る 。 対 物 レ ン ズ 系 Ｌ Ｓ １ の 光 軸 Ｌ ０ は 、 例 え ば プ リ ズ ム Ｐ Ｓ に お い
て ２ 分 さ れ 、 一 方 は 接 眼 レ ン ズ 系 Ｌ Ｓ ２ に 導 か れ 他 方 は 測 距 部 １ １ に 導 か れ る 。 測 距 部 １
１ で は 視 準 さ れ た 測 点 ま で の 斜 距 離 等 が 、 例 え ば 光 波 測 距 等 に よ り 検 出 さ れ 、 測 角 部 １ ２
で は こ の と き の 水 平 角 θ h、 高 度 角 θ p等 が 検 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 測 距 部 １ １ で は 視 準 さ れ た 測 点 ま で の 斜 距 離 等 が 例 え ば 光 波 測 距 等 に よ り 検 出 さ れ 、 測
角 部 １ ２ で は こ の と き の 水 平 角 θ h、 高 度 角 θ a等 を 検 出 さ れ る 。 測 距 部 １ １ 及 び 測 角 部 １
２ は そ れ ぞ れ シ ス テ ム コ ン ロ ー ル 回 路 １ ３ に 接 続 さ れ て お り 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路
１ ３ か ら の 指 令 に 基 づ き 制 御 さ れ る 。 例 え ば 測 距 部 １ １ は シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ３
の 指 令 に 基 づ い て 測 距 を 行 い 、 測 定 値 を シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ３ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 測 角 部 １ ２ は 常 時 角 度 を 測 定 し て お り シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ３ か ら の 要 求
に 応 じ て 測 定 値 を シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ３ へ 送 出 す る 。 検 出 さ れ た 斜 距 離 、 水 平 角
、 高 度 角 等 の 測 定 値 は シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ３ に お い て 処 理 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 測 量 機 １ ０ の 回 転 部 ３ ０ に は デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ ２ ０ が 一 体 的 に 備 え ら れ る 。
デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ ２ ０ は 、 撮 像 光 学 系 Ｌ Ｓ ３ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 撮 像 素 子 を 含 む 撮 像 部
１ ８ か ら 構 成 さ れ る 。 撮 像 光 学 系 Ｌ Ｓ ３ の 光 軸 Ｌ １ は 、 例 え ば 視 準 望 遠 鏡 １ ７ の 視 準 線 Ｌ
０ に 平 行 に 配 置 さ れ 、 撮 像 部 １ ８ で は 撮 像 光 学 系 Ｌ Ｓ ３ を 介 し て 視 準 方 向 の 画 像 を 撮 像 す
る こ と が で き る 。 撮 像 部 １ ８ に お い て 取 得 さ れ た 画 像 デ ー タ は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回
路 １ ３ に 転 送 さ れ 、 画 像 モ ニ タ １ ４ に 表 示 さ れ る と と も に 、 Ｉ Ｃ カ ー ド な ど 着 脱 可 能 な 記
録 媒 体 １ ５ に 記 録 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ３ に は 、 こ の 他 に も 、 操 作 パ ネ ル １ ９ に 設 け ら れ た
ス イ ッ チ 類 や Ｌ Ｃ Ｄ な ど の 表 示 器 が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １
３ に は 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 １ ６ も 接 続 さ れ て お り 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 １ ６ を 介 し
て 、 デ ー タ コ レ ク タ （ 図 示 せ ず ） や コ ン ピ ュ ー タ （ 図 示 せ ず ） 等 の 周 辺 機 器 に 測 量 デ ー タ
や 画 像 デ ー タ を 出 力 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 ぎ に 、 図 ３ を 参 照 し て 本 実 施 形 態 に お け る 測 点 周 辺 の ス テ レ オ 画 像 の 撮 影 方 法 に つ い
て 説 明 す る 。 な お 図 ３ は 、 測 量 機 １ ０ に 設 け ら れ た デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ ２ ０ を 用 い た ス
テ レ オ 画 像 撮 影 の 原 理 を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ま ず 測 量 機 １ ０ に よ り 測 点 Ｐ Ｍ の 正 観 測 が 行 な わ れ る と と も に 、 デ ジ
タ ル ス チ ル カ メ ラ ２ ０ に お い て 測 点 Ｐ Ｍ を 含 む 周 辺 の 風 景 が 第 １ 画 像 と し て 撮 影 さ れ る 。
そ の 後 、 視 準 望 遠 鏡 １ ７ と デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ ２ ０ は 、 水 平 軸 Ｌ hお よ び 鉛 直 軸 Ｌ pの 周
り に そ れ ぞ れ １ ８ ０ ° 回 転 さ れ 、 測 点 Ｐ Ｍ の 反 観 測 が 行 わ れ 、 測 点 Ｐ Ｍ を 含 む 周 辺 の 風 景
が 第 ２ 画 像 と し て 撮 影 さ れ る 。 図 ４ に 反 観 測 時 の 測 量 機 １ ０ の 外 観 を 示 す （ な お 、 図 ２ は
正 観 測 時 の 外 観 に 対 応 す る ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 測 量 機 １ ０ に 設 け ら れ た デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ ２ ０ の 光 軸 Ｌ １ は 、 視 準 線
Ｌ ０ と 一 致 し て お ら ず 、 オ フ セ ッ ト 値 Ｄ v、 Ｄ hを も っ て 視 準 線 Ｌ ０ か ら ず れ て い る こ と か
ら 、 正 観 測 の と き と 反 観 測 の と き と で は 光 軸 Ｌ １ の 位 置 が 異 な る こ と と な る 。 こ れ に よ り
、 第 １ 画 像 お よ び 第 ２ 画 像 は 視 点 の 異 な る 一 対 の ス テ レ オ 画 像 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 視 準 望 遠 鏡 １ ７ に 対 す る デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ ２ ０ の 位 置 は 既 知 で あ る た め 、 正
観 測 、 反 観 測 を 行 っ た と き に お け る デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ ２ ０ の 位 置 関 係 も 測 量 機 １ ０ に
お い て 算 出 可 能 な の で 、 ス テ レ オ 撮 影 に お け る 外 部 評 定 要 素 （ カ メ ラ の 位 置 お よ び 光 軸 の
方 向 ） を 直 ち に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の 測 量 機 １ ０ を 用 い て 測 点 周 辺 の ス
テ レ オ 画 像 を 撮 影 す る 際 の 測 量 手 順 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 ス テ レ オ 画 像 の 撮 影 は 、 例
え ば ス テ レ オ 画 像 撮 影 モ ー ド を 設 定 し て 測 量 を 行 う こ と に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ で は 、 測 量 機 １ ０ の 始 業 点 検 調 整 が 行 わ れ る 。 こ の と き 例 え ば 、 視 準
望 遠 鏡 １ ７ の 視 準 軸 Ｌ ０ に 対 す る デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ ２ ０ の 光 軸 Ｌ １ の 偏 角 な ど が 求 め
ら れ 、 記 録 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ で は 、 ユ ー ザ に よ り 測 量 目 標 で あ る 測 点 Ｐ Ｍ へ の 視
準 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ で は 、 視 準 望 遠 鏡 １ ７ が 正 観 測 で 用 い ら れ て い る か 否 か が 判 定 さ れ 、
正 観 測 の 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に お い て 測 距 、 測 角 が 行 わ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に お い
て 計 測 さ れ た 測 点 Ｐ Ｍ の 測 量 デ ー タ （ 斜 距 離 、 水 平 角 θ h、 高 度 角 θ a） が 例 え ば 記 録 媒 体
１ ５ な ど に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 一 方 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て 視 準 望 遠 鏡 １ ７ が 正 観 測 で 用 い ら れ て い な い （ 反 観 測 で
あ る ） と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ９ に お い て 測 角 の み が 行 わ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ
１ ２ １ に お い て 、 計 測 さ れ た 水 平 角 θ h、 高 度 角 θ aが 例 え ば 記 録 媒 体 １ ５ な ど に 記 録 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ で は 、 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ ２ ０ の 撮 像 部 １ ８ に お い て 、 視 準 方 向 の
画 像 が （ 測 点 Ｐ Ｍ 周 辺 の 画 像 ） が 撮 像 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ５ に お い て 、 撮 影 さ れ た 画 像
が 、 画 像 モ ニ タ １ ４ に 表 示 さ れ る 。 画 像 モ ニ タ １ ４ に 表 示 さ れ た 画 像 の 画 像 デ ー タ は 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ ２ ７ に お い て 例 え ば 記 録 媒 体 １ ５ に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ で は 、 視 準 望 遠 境 １ ７ に よ る 正 観 測 、 反 観 測 が 終 了 し た か 否 か が 判 定
さ れ る 。 終 了 し て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 （ 例 え ば 正 観 測 の み 終 了 し て い る 場 合 ） に は 、
処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に 戻 り 、 視 準 望 遠 鏡 １ ７ を 水 平 軸 Ｌ h、 鉛 直 軸 Ｌ pの 周 り に そ れ ぞ
れ １ ８ ０ ° 回 転 さ せ て 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る （ 反 観 測 が 行 わ れ る ） 。 こ れ に よ り 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ ～ Ｓ １ ２ ７ に お い て 、 正 観 測 、 反 観 測 時 に そ れ ぞ れ 対 応 す る 第 １ 画 像 お よ
び 第 ２ 画 像 が 撮 像 さ れ 、 記 録 媒 体 １ ５ に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ９ に お い て 、 正 観 測 お よ び 反 観 測 が そ れ ぞ れ 終 了 し て い る と 判 定 さ れ た
場 合 に は 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ に 移 り 、 正 観 測 時 、 反 観 測 時 に 撮 影 さ れ た 第 １ 画 像 お
よ び 第 ２ 画 像 に つ い て の 外 部 評 定 要 素 が 確 定 さ れ る 。 す な わ ち 、 始 業 時 点 検 で 得 ら れ た 視
準 線 Ｌ ０ に 対 す る 撮 像 光 学 系 の 光 軸 Ｌ １ の 偏 角 や 、 予 め 計 測 さ れ Ｒ Ｏ Ｍ 等 の メ モ リ （ 図 示
せ ず ） に 記 録 さ れ た 視 準 線 Ｌ ０ に 対 す る 撮 像 光 学 系 の 光 軸 Ｌ １ の オ フ セ ッ ト 値 Ｄ v、 Ｄ hお
よ び 正 観 測 、 反 観 測 時 の 水 平 角 θ h、 高 度 角 θ aな ど か ら 外 部 評 定 要 素 が シ ス テ ム コ ン ト ロ
ー ル 回 路 １ ３ に お い て 算 出 さ れ 記 録 媒 体 １ ５ 等 に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お こ の と き 、 外 部 評 要 素 は 、 例 え ば 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 の 画 像 デ ー タ （ ス テ レ オ 画 像 デ
ー タ ） と 関 連 づ け て 記 録 さ れ 、 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 の 画 像 デ ー タ は 、 測 点 に 関 す る 測
量 デ ー タ と 関 連 付 け て 記 録 さ れ る 。 な お 、 こ の 関 連 づ け は 、 例 え ば フ ァ イ ル 名 や フ ァ イ ル
の ヘ ッ ダ 領 域 へ の 書 き 込 み な ど に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ３ で は 、 ス テ レ オ マ ッ チ ン グ を 行 い 、 第 １ 画 像 お よ び 第 ２ 画 像 に お い て
任 意 に 指 定 さ れ た 対 象 点 Ｐ （ 図 ３ 参 照 ） の ３ 次 元 座 標 が 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ に お い て 確 定
さ れ た 外 部 評 定 要 素 か ら ３ 次 元 解 析 計 算 に よ り 計 算 さ れ 、 こ の 一 連 の 手 続 き は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ３ の 処 理 は 、 例 え ば イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 １ ６ を 介 し て 測 量 デ ー
タ 、 第 １ お よ び 第 ２ 画 像 デ ー タ 、 外 部 評 定 要 素 を コ ン ピ ュ ー タ に 転 送 し て コ ン ピ ュ ー タ に
お い て 処 理 す る の が 好 ま し い 。 ま た 、 誤 差 が 小 さ い と き や 、 要 求 さ れ る 精 度 が 低 い 場 合 に
は 偏 角 に 基 づ く 補 正 を 省 く こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 測 量 機 に お い て 、 測 点 周 辺 の ス テ レ オ 画 像 を 撮 影
し 、 そ の 外 部 評 定 要 素 を 簡 易 に 得 る こ と が で き る た め 、 撮 影 さ れ た 画 像 を 後 日 参 照 す る 場
合 、 測 点 の 周 囲 に 写 り 込 ん で い る 地 物 の 測 点 に 対 す る 位 置 を 簡 易 に 把 握 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 測 量 機 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 測 量 機 の 正 観 測 時 に お け る 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 正 観 測 、 反 観 測 を 用 い た ス テ レ オ 画 像 の 撮 影 の 原 理 を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 測 量 機 の 反 観 測 時 に お け る 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 の 測 量 機 に お い て 、 測 量 と と も に ス テ レ オ 画 像 の 撮 影 を 行 う 場 合 の 手
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順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ ０ 　 測 量 機
　 １ １ 　 測 距 部
　 １ ２ 　 測 角 部
　 １ ３ 　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路
　 １ ５ 　 記 録 媒 体
　 １ ７ 　 視 準 望 遠 鏡
　 １ ８ 　 撮 像 部
　 ２ ０ 　 三 角 プ リ ズ ム
　 １ ８ 　 第 ３ 反 射 面 一 体 プ リ ズ ム
　 ２ ０ 　 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ
　 ３ ０ 　 回 転 部
　 ３ １ 　 測 量 機 本 体
　 ３ ２ 　 台 座 部
　 Ｌ ０ 　 視 準 線
　 Ｌ １ 　 撮 像 光 学 系 の 光 軸
　 Ｌ h　 水 平 軸
　 Ｌ p　 鉛 直 軸
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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